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原告準備書面 ４　

二年半前、デタラメ判決を正す会付属掲示板に小川達夫の投稿記事、これに管理人

である被告巫は説明を求めている、しかし小川は投稿記事チェック設定がされた現在

まで、管理人巫のいう、歓迎されない被告小川のみの専用掲示板となっている。

■求釈明　被告巫に釈明を求める　

新名称・裁判正常化道志会掲示板となったが、管理人は同じ被告巫である、今春に

やっと承認制設定がされて、被告吉田の罵倒記事はシャットアウトされた。

原告は三年前より承認制設定を要求し続けてきた、何故にこれまで被告巫は放置をし

続けたのか、小川掲示板の登録人は被告巫ではないのか、歓迎しない小川記事掲載

は、表示されたURL（小川掲示板）への客引きではないか、この三点を求釈明とする。

結語

被告掲示板に対して、２０１１年春から記事承認設定要求を続けてきた、これに被告は

言論の自由を理由に、如何なる投稿といえども言論・主張であると拒み続けた。

この趣旨を訴えた原告は敗訴したが、全勝した被告巫のチェック導入は不審であり、こ

の背景には、事件屋掲示板を小川掲示板に役割転嫁したのではないか。

以上


